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　１月15日、村民広場で村内の小学生を
対象に昔遊び体験が行われ、羽子板や竹
馬、たこ揚げを行いました。当日、同会場
では、正月飾りを燃やす悪霊払いの行事
「どんと焼き」などの小正月行事が行われ
る中、子供たちのにぎやかな声が行事を盛
り上げました。
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
が
経
過
す
る
年
と
な
り
ま

す
。
復
興
完
遂
は
も
ち
ろ
ん
、
感
染
急
増
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
中
、
様
々
な
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
と
１
日
も
早
い
収
束
、
そ
し
て

経
済
の
回
復
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
と
も
に
住
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
待
望
の
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
線
開
通
と
な
り
ま

す
。
災
害
の
な
い
、
事
故
の
な
い
明
る
い
年
と
な
る
こ
と

を
祈
り
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

野
田
村
議
会
議
長　

廣

内

和

之

新年のご挨拶

（令和３年１月１日　米田地区から撮影）
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持込み拒否
全
会
一
致
で
可
決

　

12
月
定
例
会
で
放
射
性

廃
棄
物
等
の
持
込
み
拒
否

に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、

放
射
性
廃
棄
物
等
を
村
内

に
持
ち
込
ま
せ
な
い
こ
と

の
ほ
か
、
放
射
性
廃
棄
物

等
の
処
分
な
ど
に
関
す
る

調
査
や
原
子
力
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ

な
い
こ
と
な
ど
を
規
定
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ

調
査
す
る
だ
け
で

も
交
付
金
が
入
っ

て
く
る
た
め
、
小
さ
い
自

治
体
に
と
っ
て
は
魅
力
的

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

Ａ

放
射
能
が
完
全
に

な
く
な
る
ま
で
１

万
年
か
ら
10
万
年
と
い
う

期
間
を
要
す
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
住
民
を
不
安
に
さ
せ
な

い
た
め
、
持
ち
込
ま
せ
な

い
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

日
本
で
重
要
視
さ
れ
る

　
　
　
　

原
子
力
発
電

　

日
本
で
は
、
１
９
６
０

年
代
か
ら
原
子
力
発
電
に

よ
る
発
電
を
行
っ
て
い
ま

す
。
原
子
力
発
電
は
、
Ｃ

Ｏ
２
を
排
出
せ
ず
に
大
量

の
電
力
を
安
定
し
て
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に

乏
し
い
日
本
で
は
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
電

に
伴
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
が
発
生
し
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

　
　
　
　
　

地
層
に
処
分

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
は
、
放
射
能
レ
ベ
ル
が

十
分
に
減
退
す
る
ま
で
非

常
に
長
い
時
間
を
要
す
る

放
射
性
物
質
を
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
地
下
深

く
の
岩
盤
に
閉
じ
込
め
て

人
間
の
生
活
環
境
か
ら
隔

離
す
る
地
層
処
分
が
最
適

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
地
下
３
０
０
ｍ

以
深
の
地
層
に
処
分
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
調
査
し
た
上
で

処
分
に
適
し
た
場
所
を
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

科
学
的
特
性

岩
手
県
沿
岸 

好
ま
し
い

　

国
で
は
、
地
層
処
分
に

関
す
る
地
域
の
科
学
的
特

性
を
一
定
の
要
件
・
基
準

で
色
分
け
し
た
全
国
地
図

「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」

を
平
成
29
年
に
公
表
し
ま

し
た
。
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
は
、
火
山
や
活
断
層
、

輸
送
な
ど
９
つ
の
特
性
か

ら
そ
の
地
域
が
ど
れ
く
ら

い
処
分
地
と
し
て
適
し
て

い
る
か
色
分
け
し
て
い
ま

す
。
野
田
村
を
含
む
岩
手

県
沿
岸
は
、「
輸
送
面
で

も
好
ま
し
い
地
域
」
と
し

て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

核核 のゴミ のゴミ

この条例は、放射性廃棄物等を原因とする放射線による

汚染から野田村民の生命と財産を守り、現在及び将来に

おいて村民が健康で安心して暮らせる生活環境を保障

し、自然と調和した地域の発展に資することを目的とす

る。

①�いかなる場合も、放射性廃棄物等を村内に持ち込ませ

ない。

②�いかなる場合も、放射性廃棄物等の処分、保管及び研

究等に関する全ての調査並びに原子力関連施設の建設

を受け入れない。

基本施策

目　　的

放射性廃棄物等の持込み拒否
に関する条例（抜粋）

  科学的特性マップ（岩手県）
－ 凡  例 －

好ましくない特性
があると推定され
る地域（将来の掘
削可能性の観点）

好ましい特性が確
認できる可能性が
高い地域

輸送面でも好まし
い地域

出典：資源エネルギー庁ウェブサイト（https:www.enecho.meti.go.jp）
　　　※加工して作成

好ましくない特性
があると推定され
る地域（地下深部
の長期安定性等の
観点）

野田村
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公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
野
田
村
議
会
議
員
及

び
野
田
村
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
が
提
案
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
よ
り
、
村
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公

営
（
公
費
負
担
）
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
立

候
補
に
係
る
環
境
の
改
善

が
図
ら
れ
ま
す
。
施
行
日

は
、
令
和
２
年
12
月
12
日

で
す
。

選
挙
カ
ー
な
ど
の
費
用
を

　
　
　
　
　
　

公
費
負
担

　

今
回
の
条
例
制
定
で

は
、
村
議
会
議
員
と
村
長

の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙

運
動
用
の
自
動
車
の
使

用
、
ビ
ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
を
新
た
に
公
営
の

対
象
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

村
議
会
議
員
の
選
挙
に
お

い
て
は
、
ビ
ラ
の
頒
布
が

解
禁
さ
れ
た
ほ
か
、
法
改

正
に
よ
り
供
託
金
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

村議会議員・村長選挙村議会議員・村長選挙

立候補立候補しやすいしやすい環境環境づくりづくり

　

第
６
回
野
田
村
議
会
定
例
会
が
令
和
２
年
12
月

８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
４
日
間
を
会
期
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補

正
予
算
、
条
例
制
定
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
、

報
告
１
件
、
議
案
32
件
、
議
員
発
議
案
１
件
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

のんちゃんが
  解説するのだ！

改正前

～ 供託金 ～

改正後

区  分
公営の有無

供託金
選挙運動用

自動車
選挙運動用

ポスター
選挙運動用

ビラ

村長選挙 × × ○
※自己負担 ５０万円

議員選挙 × × × 不要

区  分
公営の有無

供託金
選挙運動用

自動車
選挙運動用

ポスター
選挙運動用

ビラ

村長選挙 ○ ○ ○
※公費負担 ５０万円

議員選挙 ○ ○ ○
※公費負担 １５万円

Ｑ.供託金ってなに？
Ａ.  選挙に立候補するために一時的に納めなければなら

ないお金なのだ。金額は選挙の種類によって法律で
決められているのだ。

Ｑ.なんで供託金が必要なの？
Ａ.  当選を争う意思がない人や売名などを目的とした無

責任な立候補を防ぐためなのだ。

Ｑ.供託金は必ず返却されるの？
Ａ.  規定の得票数を満たせば返却されるのだ。
　  ただし、規定の得票数に達しなかったり、途中で立

候補をとりやめると没収されるのだ。

熱意を持った方が積極的に立候補できる環境づくりが重要です
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18
団
体
に
21
施
設
の

　
　
　
　

管
理
を
委
託

　

令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
村
所

有
の
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す

る
条
例
が
計
21
件
提
出
さ

れ
、全
て
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
の
期
間
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
で
す
。

公
の
施
設
の
管
理
委
託

　
　

自
治
会
等
も
可
能

　

公
の
施
設
の
管
理
は
、

従
来
、
地
方
公
共
団
体
の

出
資
団
体
等
に
限
定
し
て

委
託
す
る
こ
と
が
可
能
で

し
た
が
、
平
成
15
年
の
法

改
正
に
よ
り
、
出
資
団
体

等
に
限
ら
ず
、
民
間
事
業

者
や
自
治
会
な
ど
に
も
管

理
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

　
　
　
　
　

経
費
削
減
を

　

こ
の
制
度
は
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
に
対
応

す
る
た
め
、
公
の
施
設
の

管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で

す
。

県
と
沿
線
市
町
村
で

　
　
　
　

三
鉄
を
支
援

　

地
域
の
公
共
交
通
を
担

う
三
陸
鉄
道
株
式
会
社

は
、
令
和
元
年
の
台
風
19

号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
県
と
村
を
は
じ
め
と

す
る
沿
線
市
町
村
で
は
、

同
社
に
対
し
て
財
政
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
、
令
和

２
年
２
月
に
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。

設
備
の
移
管
に
よ
り

　
　

経
費
削
減
を
図
る

　

同
社
か
ら
線
路
設
備
な

ど
の
寄
附
と
無
償
貸
与
を

求
め
る
申
込
み
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
、
関
連
議
案

２
件
が
本
定
例
会
に
提
案

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

同
社
に
と
っ
て
は
、
線
路

設
備
を
自
治
体
に
移
管
す

る
こ
と
で
、
管
理
経
費
の

削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

村所有の公の施設村所有の公の施設

　住民　住民とと協働協働でで管理管理

公共交通機関であり、観光資源でもある

三陸鉄道へのさらなる支援が求められます

施設の名称 指定管理者
南浜地区コミュニティセンター 南浜部落会
下安家地区コミュニティセンター 下安家部落会
新町地区コミュニティセンター 新町町内会
北区地区コミュニティセンター 北区町内会
玉川児童館 村社会福祉協議会
生活支援ハウス 野田白寿会
保健センター集会室（２階） 本町・旭町町内会
観光物産館ぱあぷる
国民宿舎えぼし荘 株式会社のだむら

農林水産物直売所 村農林水産物直売所組合

根井・和野平地区畑地かんがい施設 根井・和野平地区
畑地かんがい施設管理組合

御台場農村公園 新山地区農村公園管理組合
根井地区農村公園 根井部落会
大葛地区農村公園 大葛部落会
米田地区農村公園 米田部落会
泉沢地区農村公園 泉沢部落会
玉川地区農村公園
玉川地区活性化センター 玉川部落会

上明内地区農村公園
上明内地区活性化センター 上明内部落会

アジアの広場 日形井部落会

三
鉄
の
線
路
を
村
に
移
管

三
鉄
支
援
の
一
環
と
し
て
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要
介
護
者
・
障
が
い
者

久
慈
市
ま
で
の
通
院
支
援

　

村
で
は
、
要
介
護
の
認

定
や
障
が
い
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
方
を
対
象
に
久
慈

市
内
へ
の
通
院
を
支
援
す

る
通
院
支
援
バ
ス
運
行
事

業
の
実
施
を
計
画
し
て
い

ま
す
。12
月
定
例
会
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
の
本
格

運
行
に
向
け
た
試
験
運
行

に
係
る
燃
料
費
な
ど
の
経

費
約
７
万
円
を
予
算
措
置

し
ま
し
た
。

福
祉
有
償
運
送
事
業

　
　

規
模
縮
小
を
図
る

　

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で

運
送
す
る
タ
ク
シ
ー
型
の

サ
ー
ビ
ス
形
態
で
あ
る
既

存
の
福
祉
有
償
運
送
事
業

の
利
用
対
象
者
の
う
ち
、

介
助
等
が
な
く
て
も
自
力

で
通
院
で
き
る
方
に
は
通

院
支
援
バ
ス
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
福
祉
有
償
運

送
事
業
の
規
模
縮
小
と
安

定
的
な
事
業
継
続
を
図
る

も
の
で
す
。
委
託
先
は
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

事
業
の
目
的
と
予

算
内
容
は
。

Ａ

既
存
の
福
祉
有
償

運
送
事
業
の
財
源

が
、
来
年
度
以
降
、
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
事
業
を

圧
縮
し
、
そ
の
代
替
的
な

事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
。
予
算
内
容
は
、
バ
ス

の
燃
料
費
、
安
全
運
転
の

講
習
費
、
消
毒
に
係
る
消

耗
品
費
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ

サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ

福
祉
有
償
運
送
事

業
は
、
復
興
財
源

に
よ
り
実
施
し
て
き
た

が
、
村
単
独
の
予
算
で
の

執
行
は
厳
し
い
た
め
、
現

在
の
サ
ー
ビ
ス
を
残
し
つ

つ
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
は
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

対
象
世
帯
に

　

５
０
０
０
円
分
助
成

　

冬
期
間
に
お
け
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
家
庭
に
対
し
て
灯
油
等

の
購
入
費
を
助
成
す
る
た

め
の
費
用
１
８
０
万
円
を

予
算
計
上
し
ま
し
た
。
対

象
の
世
帯
は
、
昨
年
度
と

同
様
、高
齢
者
の
み
世
帯
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
・

ひ
と
り
親
世
帯
・
生
活
保

護
世
帯
で
助
成
金
額
は
、

１
世
帯
あ
た
り
５
０
０
０

円
で
す
。

Ｑ

村
民
に
は
い
つ
届

く
の
か
。

Ａ

県
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
る
が
、
速
や

か
な
交
付
に
努
め
た
い
。

通院支援バス通院支援バス試験運行実施試験運行実施
令和令和３３年度の本格運行に向け年度の本格運行に向け

福
祉
灯
油
購
入
助
成

　
　
　
　
今
年
度
も
実
施

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
３
２
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
48
億
９
５
６

０
万
円
に
し
よ
う
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
が
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
や
さ
け
種
卵
確
保
事
業

費
補
助
金
等
に
係
る
予
算
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

村社会福祉協議会が所有する車両により

運行されます

１月20日から受付を開始しています
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　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分 となっており、１つの質問につき３回まで 質問する
ことができます。

小野寺　光男 議員（８㌻）

－ 村長選挙  村民に考えを示すべき －

小 野 寺　  豊 議員（９㌻）

－ 小学校建設  村民が意見を述べる機会を －

丹 野　和 子 議員（１０㌻）

－ 新型コロナ  継続した支援が必要 －

古 舘　幹 男 議員（１１㌻）

－ 移住・定住  村への移住をアピールする考えは －

野 﨑　泰 斗 議員（１２㌻）

－ 漁業振興  養殖漁業に力を注ぐべき －

山 田　陽 子 議員（１３㌻）

－ 防災  津波浸水区域の開示と説明会は －

中 川　　 昇 議員（１４㌻）

－ 三陸沿岸道路  玉川地区ＩＣを整備要望すべき －

米田　徳一郎 議員（１５㌻）

－ 農業振興  ほ場整備に伴う課題への対応は －

議員８８人が登壇

コロナ対策巡り白熱論戦コロナ対策巡り白熱論戦
～  一般質問  ～～  一般質問  ～
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 村民に考えを示すべき

村長　山積する課題解決のため出馬を決意

小野寺 光男 議員

問

こ
れ
ま
で
小
田
村
長

は
、
東
日
本
大
震
災
大

津
波
、
台
風
10
号
及
び
19
号
と

度
重
な
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
本
村
の
復
旧
、
復
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年

に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応
や

経
済
活
動
の
停
滞
な
ど
、
住
民

生
活
が
大
変
不
安
な
状
態
で
あ

る
。
小
学
校
建
設
や
三
陸
沿
岸

道
路
開
通
を
見
据
え
た
複
合
施

設
の
建
設
な
ど
、
こ
れ
ま
で
掲

げ
て
き
た
政
策
も
道
半
ば
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
対
策
、
産
業

振
興
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
課

題
が
山
積
す
る
中
、
村
民
に
考

え
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

東
日
本
大
震
災
大
津
波

か
ら
の
復
興
・
発
展
や

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、
少
子

高
齢
化
対
策
、
産
業
振
興
、
地

域
活
性
化
な
ど
、
山
積
す
る
課

題
解
決
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、
村
の
か
じ
取
り

を
し
た
く
２
月
９
日
告
示
の
村

長
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
、

安
心
で
住
み
や
す
い
野
田
村
の

た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
い
く
所

存
の
た
め
、
今
後
も
指
導
を
お

願
い
し
た
い
。

道
路
維
持

職
員
２
名
で
対
応
十
分
か

問

昨
年
の
台
風
19
号
で
本

村
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
、
隣
の
普
代
村
で
は
年

間
の
総
予
算
に
匹
敵
す
る
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
普
代
村
民

か
ら
「
道
路
の
維
持
管
理
を

も
っ
と
し
て
い
れ
ば
小
さ
い
規

模
の
災
害
で
済
ん
だ
箇
所
も

あ
っ
た
の
で
は
」
と
の
声
を
聞

い
た
。
村
で
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
２
名
を
採
用
し
て
河
川

等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
村
道
の
草

刈
り
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
村
内
全
域
を

対
応
す
る
の
は
大
変
で
は
な
い

か
。
村
民
の
安
全
、
安
心
を
考

え
た
場
合
に
増
員
す
る
考
え
は

な
い
か
。

村
長

年
間
を
通
し
て
多
種
多

様
な
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
除
草
作
業
は
、
草
の
成
長

も
早
い
こ
と
か
ら
計
画
ど
お
り

に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
多
く

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

村
内
建
設
業
者
で
組
織
す
る
地

域
整
備
協
会
に
一
部
を
委
託

し
、
対
応
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
失
業
し
た
方

２
名
を
採
用
し
た
。
適
切
な
時

期
に
適
切
な
作
業
を
す
る
上
で

対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
事

実
で
あ
る
た
め
、
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村長選挙

会計年度任用職員２名により村内全域の道路維持作業を行っています
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 村民が意見を述べる機会を

教育長　ワークショップ等で意見を吸い上げたい

小 野 寺　豊 議員

小学校建設

問

11
月
の
村
広
報
に
よ
る

と
令
和
２
年
度
中
に
基

本
設
計
を
実
施
す
る
よ
う
だ

が
、
現
段
階
で
村
民
が
学
校
建

設
に
関
す
る
意
見
、
要
望
等
を

教
育
委
員
会
に
対
し
て
述
べ
る

機
会
を
設
定
す
る
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
は
。

教
育
長

今
後
、
各
種
調
査
を
経

て
素
案
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
そ

の
後
の
実
施
設
計
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

素
案
が
で
き
る
前
に
意

見
を
収
集
す
る
べ
き
な

の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
く

機
会
を
つ
く
る
こ
と
は

大
事
だ
と
思
う
の
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
き
な
が
ら
意

見
を
吸
い
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

広
報
に
よ
る
と
今
年
度

中
に
基
本
設
計
を
行
う

よ
う
だ
が
、
あ
と
数
か
月
し
か

な
い
。
基
本
設
計
の
時
間
が
あ

ま
り
に
も
短
す
ぎ
る
た
め
、
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

現
状
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
と
お
り
進
ん
で
お
ら

ず
、
若
干
遅
れ
て
い
る
の
は
事

実
で
あ
る
。
調
査
の
経
過
を
見

な
が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ

る
こ
と
も
考
え
な
が
ら
進
め
た

い
。現

小
学
校
を
利
用
し

郷
土
資
料
施
設
を

問

新
し
い
小
学
校
が
建
設

後
、
現
校
舎
の
一
部
を

使
用
し
て
、
村
の
郷
土
資
料
施

設
と
し
て
位
置
付
け
、
先
人
が

使
っ
て
き
た
古
民
具
な
ど
を
展

示
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

提
案
の
活
用
方
法
も
含

め
て
い
ろ
い
ろ
と
有
効

活
用
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
た

い
。

旧
横
合
小
学
校
の

収
蔵
物
の
取
扱
い
は

問

旧
横
合
小
学
校
は
、
近

い
将
来
、
解
体
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
校
舎
に
は
貴
重

な
古
民
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
建
物
の
解
体
に
あ
た
り
、

貴
重
な
古
民
具
の
取
扱
い
に
細

心
の
注
意
を
払
う
べ
き
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
は
。

村
長

使
え
る
も
の
な
ど
は
移

設
し
た
プ
レ
ハ
ブ
に
移

し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
残
っ

て
い
る
物
も
ま
だ
あ
る
。
展
示

場
所
も
検
討
し
な
が
ら
趣
旨
に

沿
う
よ
う
な
形
で
移
動
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

様々なご意見を吸い上げたうえで検討していく必要があります

建物の傷みが激しく

早急に対応していく必要があります
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 継続した支援が必要

村長　地域応援給付事業の実施を検討

丹 野　 和 子 議員

問

産
業
活
性
化
事
業
補
助

金
の
申
請
期
間
を
延
長

で
き
る
か
。
ま
た
、
事
業
者
の

中
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
も
あ
る
た
め
、
補

助
金
の
再
度
の
給
付
な
ど
、
継

続
し
た
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長

産
業
活
性
化
補
助
金
の

対
象
期
間
の
延
長
は
困

難
で
あ
る
が
、
申
請
期
間
の
延

長
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
事
業
者
応
援
給
付
金
は
、

今
後
の
事
業
拡
大
や
販
路
開
拓

に
係
る
経
費
の
支
援
と
併
せ
て

村
内
消
費
の
喚
起
の
た
め
の
地

域
応
援
給
付
事
業
の
実
施
を
検

討
す
る
。

男
女
共
同
参
画

目
標
値
定
め
て
は

問

男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
、
各
種
委
員

会
や
役
場
職
員
管
理
職
に
占
め

る
女
性
の
割
合
や
村
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
実
施
項
目
に

お
い
て
目
標
値
を
設
定
し
て
は

ど
う
か
。

村
長

村
で
は
、
委
員
会
等
へ

の
女
性
の
参
画
な
ど
、

女
性
の
活
躍
す
る
機
会
の
形
成

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
村
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
見
直
し
を
行
う
際

に
は
目
標
値
の
設
定
を
検
討
す

る
。

国
保
・
後
期

被
災
者
減
免
の
対
象
は

問

国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
災
者

の
窓
口
負
担
免
除
の
継
続
は
、

県
で
対
応
方
針
を
出
し
た
が
、

村
で
も
県
と
同
様
の
方
針
で
あ

る
か
。
ま
た
、
対
象
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
非
課
税
世
帯
の
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

村
長

県
で
は
、
令
和
３
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
現
行

制
度
を
継
続
し
、
４
月
以
降
は

免
除
対
象
者
を
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
限
定
し
て
令
和
３
年
12

月
ま
で
継
続
す
る
方
針
で
あ

り
、
本
村
で
も
同
様
の
支
援
を

実
施
す
る
。
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
割
合
は
国
民
健
康
保
険
で

は
約
31
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

で
は
約
45
％
で
あ
る
。

児
童
・
生
徒
の

問
題
行
動
等
の
状
況
は

問

児
童
生
徒
の
問
題
行

動
・
不
登
校
等
の
状
況

は
。
ま
た
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
に
対
し
、
そ
の
子
に
適
応
し

た
形
で
学
ぶ
権
利
を
保
証
し
た

対
応
と
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

令
和
２
年
10
月
現
在
で

い
じ
め
は
、
小
学
校
23

件
、
中
学
校
１
件
。
長
期
欠
席

者
は
、
小
学
校
１
名
、
中
学
校

３
名
。
い
じ
め
に
関
す
る
推
移

は
、
30
年
度
25
件
、
元
年
度
45

件
、
２
年
度
24
件
で
あ
る
。
小

さ
な
こ
と
で
も
「
い
じ
め
」
と

認
知
し
、
初
期
段
階
か
ら
児
童

生
徒
の
心
に
寄
り
添
っ
た
対
応

を
し
、
本
年
度
分
も
解
決
に
向

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新型コロナ

関係団体と情報共有を行い

対応策を迅速に検討していく必要があります



問

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生

後
、
都
市
部
か
ら
地
方

へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が

増
え
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
機

会
を
捉
え
、
野
田
村
へ
の
移
住

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
な
い

か
。

村
長

故
郷
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
、

移
住
志
向
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
従
来
か
ら
の
移
住

定
住
者
へ
の
支
援
に
加
え
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
支
援
事
業

を
実
施
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
多
様
な
働
き
方
を
目
指
す
企

業
等
の
受
入
れ
態
勢
を
整
え
、

今
後
の
定
住
促
進
や
企
業
誘
致

に
つ
な
げ
た
い
。

問

移
住
す
る
に
は
、
住
む

場
所
と
収
入
が
な
く
て

は
厳
し
い
。
島
根
県
の
町
で
各

業
種
の
事
業
者
が
組
合
を
作
り
、

通
年
雇
用
を
し
て
人
材
を
確
保

す
る
国
の
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
の
認
定
を
目

指
す
と
の
記
事
を
見
た
が
、
検

討
す
る
考
え
は
。

村
長

例
え
ば
、
農
業
、
漁
業
、

林
業
、
そ
れ
以
外
の
仕

事
や
手
伝
い
を
通
年
で
で
き
な

い
か
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て
き

た
が
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
。
県
か
ら
事
業
の
意
向
調
査

が
あ
っ
た
が
、
来
年
度
に
向
け

て
検
討
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

故
郷
パ
ッ
ク
の
販
売
を

問

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
、
村
出
身
者
と
の

交
流
の
機
会
で
あ
る
「
野
田
は

ま
な
す
会
」
総
会
・
懇
親
会
が

中
止
に
な
り
、
お
盆
や
正
月
の

帰
省
を
控
え
て
い
る
の
が
実
情

だ
が
、
村
の
名
産
品
詰
め
合
わ

せ
パ
ッ
ク
を
格
安
で
販
売
し
て

は
ど
う
か
。

村
長

野
田
村
Ｆ
Ａ
Ｎ
支
援
事

業
と
し
て
は
ま
な
す
会

員
と
心
は
い
つ
も
の
だ
村
民
登

録
者
に
村
内
製
造
マ
ス
ク
と
の

だ
塩
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
好
評

だ
っ
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
村
を
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様

へ
感
謝
の
意
を
表
す
企
画
と
し

て
検
討
し
た
い
。

問

は
ま
な
す
会
員
以
外
の

需
要
の
掘
り
起
こ
し
が

足
り
な
い
と
思
う
が
、
考
え
は
。

村
長

情
報
発
信
が
十
分
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
は
ま
な

す
会
員
や
心
は
い
つ
も
の
だ
村

民
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た

方
に
は
情
報
発
信
し
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
方
以
外
に
も
広
く

Ｐ
Ｒ
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

遊
具
を
増
設
す
る
考
え
は

問

十
府
ヶ
浦
公
園
の
遊
具

が
好
評
で
遠
方
か
ら
の

利
用
者
も
あ
る
よ
う
だ
。
遊
具

を
増
や
し
、
充
実
さ
せ
る
考
え

は
な
い
か
。

村
長

当
初
、
６
歳
か
ら
12
歳

ま
で
の
児
童
用
の
遊
具

を
整
備
し
た
が
、
６
歳
未
満
の

幼
児
用
の
遊
具
の
整
備
に
つ
い

て
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
昨
年
度
、
さ
ら
に
整
備
し

た
。
今
後
は
、
規
模
や
整
備
後

の
安
全
管
理
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
有
利
な
補
助
事
業
な
ど

を
活
用
し
て
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
漁
業
振
興
に
つ
い
て

安
全
に
遊
べ
る
遊
具
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
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村への移住をアピールする考えは

村長　定住促進と企業誘致につなげたい

古 舘　 幹 男 議員

空き家（空き地）バンクの登録件数が少ない状況です

移住・定住

安全に遊べる遊具の充実が求められます
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 養殖漁業に力を注ぐべき

村長　ブランドイメージの向上に努める

野﨑 　泰斗 議員

漁業振興

問

自
然
を
相
手
に
す
る
漁

業
は
、
常
に
漁
獲
量
が

変
動
す
る
な
ど
不
安
定
な
状
況

と
な
る
。
村
と
し
て
、
他
の
水

産
物
を
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
安

定
的
な
漁
獲
量
確
保
の
た
め
、

養
殖
漁
業
に
力
を
注
ぐ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長

本
村
の
養
殖
業
は
、
ホ

タ
テ
や
ワ
カ
メ
が
主
で

あ
る
が
、
生
産
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
で
生
産
量
も
伸
び
て
い

な
い
。
新
規
就
業
者
確
保
の
た

め
の
事
業
や
荒
海
団
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
村
産
海
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
維
持
向

上
に
努
め
る
。

問

湾
が
な
い
外
洋
だ
か
ら

で
は
な
く
、
10
年
先
、

20
年
先
を
見
据
え
、
畜
養
で
き

る
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

村
で
可
能
な
も
の
が
あ

れ
ば
検
討
を
進
め
ら
れ

れ
ば
と
思
う
。
津
波
以
降
復
旧

し
た
養
殖
施
設
が
高
齢
化
等
で

離
職
し
た
た
め
、
空
い
て
い
る

施
設
を
漁
協
が
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
、漁
業
振
興
の
た
め
、

新
し
い
取
組
み
等
も
必
要
で
あ

れ
ば
漁
協
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
過
ご
し
方

指
針
示
し
て
は

問

村
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
家
庭
が
生
き

が
い
の
あ
る
場
に
な
る
よ
う
、

そ
し
て
、
気
持
ち
が
へ
こ
た
れ

な
い
よ
う
な
心
構
え
を
持
て
る

よ
う
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

多
く
、
図
書
館
の
本
の

貸
出
し
が
昨
年
よ
り
伸
び
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
の
在
り

方
を
工
夫
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問

家
で
テ
レ
ビ
ば
か
り
見

て
い
る
と
の
声
も
あ

る
。
家
庭
の
過
ご
し
方
や
少
人

数
に
よ
る
地
域
の
活
動
な
ど
の

指
針
を
示
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
保
健
福
祉
課
で
家
庭
料
理

の
レ
シ
ピ
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。農

業
生
産
組
合
を

組
織
化
す
る
考
え
は

問

先
細
り
す
る
農
業
従
事

者
に
つ
い
て
、
後
継
者

の
い
な
い
農
家
へ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
村
が
農
業
生
産
組
合
を
設

立
し
、
法
人
化
し
て
雇
用
し
て

は
ど
う
か
。

村
長

関
係
機
関
と
連
携
し
、

担
い
手
確
保
の
取
組
み

な
ど
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
村
農
業
委
員
会
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
作
業

受
委
託
の
組
織
化
を
検
討
す

る
。問

農
業
生
産
組
合
が
雇
用

す
れ
ば
農
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
将
来

の
担
い
手
の
養
成
に
も
な
る
。

個
人
で
は
機
械
等
の
財
源
的
な

問
題
も
あ
る
。

村
長

農
業
組
合
法
人
で
も
通

年
で
作
業
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
組
織
化
を
す

る
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
作
業

受
委
託
の
推
進
、
調
整
組
織
を

整
備
し
、
素
材
を
加
工
等
し
て

出
荷
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

情
報
発
信
等
に
協
力
い
た
だ

き
、農
業
者
の
確
保
を
進
め
る
。

安定的な流通が図れるような施策を

講じていく必要があります



問

９
月
23
日
の
新
聞
記
事

で
、
津
波
浸
水
想
定
区

域
開
示
の
住
民
説
明
会
な
ど
の

対
応
に
つ
い
て
「
現
段
階
で
は

判
断
し
か
ね
る
。
慎
重
に
検
討

す
る
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
意

図
を
問
う
。
ま
た
、
説
明
会
な

ど
は
い
つ
の
時
期
を
考
え
て
い

る
の
か
。

村
長

内
閣
府
の
浸
水
想
定
図

は
震
災
後
に
整
備
し
た

防
潮
堤
等
が
壊
れ
る
最
悪
の
前

提
と
壊
れ
な
い
前
提
の
極
端
な

内
容
で
、
住
民
へ
の
伝
え
方
を

誤
れ
ば
避
難
の
遅
れ
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
現
時
点
で
、
最

悪
の
ケ
ー
ス
を
避
難
に
役
立

て
、
も
う
一
方
を
復
興
事
業
の

有
効
性
を
説
明
す
る
参
考
資
料

と
し
た
い
。
説
明
会
は
必
要
な

資
料
が
整
っ
た
時
点
で
行
う
。

温
暖
化
対
策
へ
の

取
組
み
は

問

国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
２
０
５
０
年
に

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
宣
言
を
し
、

今
後
、
再
エ
ネ
の
推
進
が
高

ま
っ
て
い
く
が
、
村
の
具
体
的

な
取
組
み
を
示
せ
。

村
長

住
宅
用
太
陽
光
発
電
整

備
や
薪
ス
ト
ー
ブ
へ
の

助
成
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
実
行
計
画
等
を
進
め
て

い
く
。

買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

次
年
度
の
対
応
は

問

買
い
物
代
行
・
福
祉
有

償
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
次
年
度
の
対
応
は
。

村
長

こ
れ
ま
で
震
災
復
興
特

別
交
付
金
を
充
当
し
て

き
た
が
、
発
災
か
ら
10
年
を
経

過
す
る
令
和
３
年
度
以
降
は
財

源
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
事

業
の
縮
小
と
検
証
を
し
な
が
ら

利
用
し
や
す
い
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

成
人
式 

コ
ロ
ナ
対
策
は

問

成
人
式
へ
の
参
加
申
込

み
の
状
況
と
新
型
コ
ロ

ナ
無
症
状
感
染
者
の
対
応
は
。

教
育
長

対
象
者
28
名
中
、
23
名

が
参
加
予
定
で
内
訳

は
、
村
内
６
名
、
県
内
８
名
、

県
外
９
名
で
あ
る
。
無
症
状
感

染
者
の
対
応
は
、
そ
の
把
握
が

困
難
な
た
め
、
出
席
者
の
慎
重

な
行
動
を
呼
び
か
け
る
。
３
密

を
回
避
す
る
た
め
、
会
場
を
体

育
館
と
し
、
来
場
者
全
て
の
検

温
、
手
洗
い
、
消
毒
、
マ
ス
ク

の
着
用
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
式

典
の
規
模
を
縮
小
し
て
で
き
る

限
り
の
対
策
・
対
応
を
す
る
。

※
式
典
は
延
期

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

取
組
み
の
状
況
は

問

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
取
組
み
状
況
と
支
援

員
の
必
要
性
を
問
う
。

教
育
長

昨
年
度
、
移
行
期
間
に

先
行
実
施
し
て
お
り
、

研
修
会
の
実
施
な
ど
で
慣
れ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
の
教
員
体
制
で
対
応
し
て
い

く
。

ヨ
ガ
教
室

次
年
度
の
計
画
は

問

い
き
い
き
ラ
イ
フ
「
ヨ

ガ
教
室
」
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
、
計
画
に
し
て
い
く

の
か
。

教
育
長

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
方

法
を
検
討
す
る
。

ｅ-

ス
ポ
ー
ツ
広
場

各
地
域
に
広
げ
て
は

問

村
体
育
館
で
実
施
し
て

い
る
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ
広

場
を
各
地
域
の
公
民
館
等
で
実

施
す
る
考
え
は
。

教
育
長

現
時
点
で
は
難
し
い
。
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 津波浸水区域の開示と説明会は

村長　県独自の資料等が整った時点で行う

山 田　 陽 子 議員

防　  災

いつ起こるか分からない災害に備え

早急な情報開示が求められます
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 玉川地区ＩＣを整備要望すべき

村長　機会を捉えて要望していきたい

中 川　 昇 議員

問

三
陸
沿
岸
道
路
は
、
来

年
度
、
全
線
開
通
の
見

通
し
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
物
流
の
効

率
化
、
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
、
観
光
振
興
な
ど
、
地

域
の
多
様
な
効
果
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
災

害
等
に
よ
る
国
道
45
号
線
の
分

断
等
を
回
避
す
る
た
め
に
も
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
は
住

民
の
大
き
な
願
い
で
あ
る
こ
と

か
ら
県
へ
の
重
点
要
望
項
目
と

し
、
要
望
活
動
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

村
長

本
村
へ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
は
、

明
内
地
区
の
仮
称
「
野
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
１
か
所
の

み
で
あ
る
。
玉
川
地
区
に
は
、

有
事
の
際
に
地
域
の
孤
立
を
防

ぐ
避
難
路
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
、
緊
急
車
両
が
通
行
で
き

る
緊
急
連
絡
路
を
整
備
す
る
方

針
と
な
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て

も
、
機
会
を
捉
え
て
他
市
町
村

等
と
も
一
緒
に
な
り
、
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
へ
の

費
用
助
成
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に

対
す
る
村
民
の
不
安
解

消
や
無
症
状
感
染
者
に
よ
る
感

染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原
検
査
を
受
け

た
村
民
に
対
し
、
費
用
を
助
成

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

村
長

県
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
、
医
師
が
必
要
と
判

断
し
た
方
、
ま
た
は
公
衆
衛
生

上
の
視
点
か
ら
必
要
と
判
断
し

た
場
合
な
ど
に
行
政
検
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
不
安
感
の
払

拭
や
希
望
の
み
を
理
由
と
す
る

場
合
に
は
、
行
政
検
査
は
行
わ

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
村

も
県
の
方
針
に
倣
い
、
不
安
解

消
や
希
望
の
み
を
理
由
と
す
る

検
査
に
対
す
る
費
用
助
成
を
行

う
予
定
は
な
い
。

国
保
・
後
期
高
齢

医
療
費
免
除
の
継
続
を

問

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

医
療
費
免
除
措
置
は
、
令
和
３

年
４
月
以
降
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
限
定
し
、
同
年
12
月
で

終
了
す
る
よ
う
だ
が
、
免
除
を

継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

令
和
４
年
１
月
以
降
の

免
除
措
置
は
、
適
切
な

時
期
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
環
境

日
本
一
を
目
指
す
べ
き

問

村
総
合
計
画
（
後
期
）

が
策
定
中
だ
が
、
少
子

化
対
策
を
柱
に
据
え
、
子
育
て

環
境
日
本
一
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

村
長

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
も
、
子
育
て
に
や
さ

し
い
村
を
目
指
し
、
妊
娠
、
出

産
、
医
療
、
保
育
な
ど
、
子
育

て
に
直
接
関
わ
る
分
野
に
お
い

て
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

三陸沿岸道路

村中心部と普代村の中間に位置する

玉川地区へのＩＣの設置が望まれます

国内でもようやくワクチン接種の

準備が進められています

野田ＩＣ

普代北ＩＣ
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 ほ場整備に伴う課題への対応は

村長　農作業の受委託も含めて検討したい

米田 徳一郎 議員

問

ほ
場
整
備
で
規
模
の
拡

大
や
農
地
の
集
積
が
進

み
、
農
家
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
と
期
待
す
る
中
、
後
継
者
の

育
成
や
経
営
体
の
構
築
、
大
型

機
械
の
導
入
な
ど
課
題
も
多
い

が
、
対
策
は
。

村
長

一
次
産
業
の
持
続
的
な

発
展
に
は
、
担
い
手
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

新
規
就
農
者
支
援
、
施
設
や
資

材
の
整
備
の
支
援
、
就
農
相
談

会
な
ど
の
各
種
事
業
を
進
め

る
。
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
営

農
組
織
の
活
動
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
作
業
受
委
託
の
組
織
化
を
含

め
て
検
討
し
た
い
。

資
源
依
存
型
の
漁
業
か
ら

転
換
を

問

従
来
の
資
源
依
存
型
の

漁
業
か
ら
転
換
す
べ

き
。
資
源
の
活
用
と
併
せ
て
陸

上
養
殖
な
ど
へ
の
取
組
み
が
急

務
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

村
長

新
た
な
養
殖
事
業
は
、

県
内
外
の
先
進
事
例
を

漁
協
や
生
産
者
団
体
等
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
運
営
方
法
や

組
織
体
制
、施
設
の
立
地
条
件
、

施
設
整
備
の
方
法
、生
産
技
術
、

災
害
の
リ
ス
ク
等
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い
再
生
の

取
組
み
は

問

全
線
開
通
も
近
い
三
陸

沿
岸
道
路
の
開
通
を
見

据
え
た
「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再

生
」
の
取
組
み
は
。

村
長

既
存
の
観
光
資
源
の
充

実
と
イ
ベ
ン
ト
開
催
等

を
連
動
さ
せ
、
村
内
を
経
由
さ

せ
る
導
線
が
必
要
で
あ
る
。「
ま

ち
な
か
賑
わ
い
」
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
関
係
団
体
へ
の
支

援
の
強
化
や
開
催
内
容
に
応
じ

た
支
援
策
の
検
討
を
行
う
。

庁
舎
が
被
災
し
た
場
合
の

事
務
事
業
対
策
は

問

堤
防
が
決
壊
し
、
庁
舎

が
被
災
し
た
場
合
の
事

務
事
業
対
策
は
。

村
長

防
潮
堤
な
ど
が
倒
壊
し

た
場
合
、
役
場
庁
舎
で

８
．２
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
が
、
防
災
計
画
で
は
、

庁
舎
が
被
災
し
、
事
務
の
遂
行

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替

施
設
と
し
て
、
第
一
順
位
に
野

田
分
署
、
第
二
順
位
に
野
田
中

学
校
を
定
め
て
い
る
。

北
岩
手
・
北
三
陸
横
断
道
路

整
備
促
進
活
動
の
内
容
は

問

道
路
の
新
設
は
、
計
画

か
ら
竣
工
ま
で
30
年
を

要
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
復
興

道
路
は
10
年
を
目
標
と
し
て
達

成
間
近
で
あ
る
。
北
岩
手
・
北

三
陸
横
断
道
路
期
成
同
盟
会
の

活
動
計
画
と
取
組
み
を
問
う
。

村
長

平
成
30
年
10
月
に
期
成

同
盟
会
を
設
立
し
、
県

や
国
、
国
会
議
員
に
対
し
、
自

動
車
専
用
道
路
と
し
て
「
北
岩

手
・
北
三
陸
横
断
道
路
」
を
整

備
計
画
に
盛
り
込
み
、
早
急
に

着
工
す
る
よ
う
強
く
要
望
を

行
っ
て
き
た
。
今
年
度
の
総
会

で
は
、
新
た
に
県
都
盛
岡
市
を

は
じ
め
と
す
る
13
市
町
村
が
新

た
に
加
わ
っ
て
構
成
19
市
町
村

と
な
り
、
整
備
実
現
に
向
け
て

活
動
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

ほ場整備と併せて農業従事者に対する

支援が求められます

農業振興

道路網の発展は医療や観光など

多様な面で地域の発展につながります
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議案
番号

件名と主な内容
（件名と内容は一部要約しています）

議決結果

議　案
第１号

令和２年度一般会計補正予算（第７号）
➡�予算総額に歳入歳出それぞれ2,327万円を追加し、総額を48億9,560万5,000
円とするもの

可決
（賛成全員）

議　案
第２号

令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
➡�予算総額に歳入歳出それぞれ63万3,000円を追加し、総額を4,403万6,000円
とするもの

議　案
第３号

令和２年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
➡�予算総額に歳入歳出それぞれ1,029万3,000円を追加し、総額を２億5,104万
5,000円とするもの

議　案
第４号

村議会議員及び村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例
➡�公職選挙法の一部改正に伴い、選挙運動の公営（公費負担）に関する規定を改
正するもの

議　案
第５号

放射性廃棄物等の持込み拒否に関する条例
➡放射性廃棄物等を村内に持ち込ませないことに関して定めるもの

議　案
第６号

村税条例の一部改正
➡地方税法施行令の一部改正に伴い、所要の改正をするもの

議　案
第７号

村後期高齢者医療に関する条例の一部改正
➡�地方税法等の一部改正に伴い、延滞金の割合の特例について所要の改正をする
もの

議　案
第８号

村道石門山２号線玉川橋橋梁補修工事に関し議決を求める
➡�村道石門山２号線玉川橋の橋梁補修工事を施工するにあたり、6,050万円で北
星鉱業株式会社と請負契約を締結するもの

議　案
第９号～

第29号

公の施設の指定管理者を指定することに関し議決を求める
➡�令和３年３月31日で満了となる公の施設21件分の指定管理者を指定するもの

議　案
第30号

負担付きの寄附を受けることに関し議決を求める
➡三陸鉄道株式会社から鉄道事業用としての線路設備の寄附を受けるもの

議　案
第31号

財産の貸付けに関し議決を求める
➡三陸鉄道株式会社に対して鉄道事業用として線路設備を貸し付けるもの

議　案
第32号

災害弔慰金等支給審査会の委員の任命などに関する事務の委託を廃止する協議に
関し議決を求める
➡�県に委託して実施していた災害弔慰金の支給にあたっての審査等の運営に関す
る事務の委託を廃止しようとするため、県と協議するもの

発議案
第１号

私学助成の充実を求める意見書の提出
➡�国と県に対し、過疎地域の私立高校に対する特別助成の増額を含めた私学助成
の充実を求める意見書を提出するもの

審 議 結 果 の 一 覧
－ 令和２年12月定例会 －

※議長は採決に加わらない
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給食配送車の更新の進捗は

令和２年度予算により購入することで
進めている

過去の一般質問などを受け、執行機関でどのような対応をしたのか。
また、どのように村政に反映されたか追跡しました。

※令和元年12月・定例会・一般質問から

問

答

追跡

　

同
配
送
車
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
村
立
野
田
小
・
中
学

校
、
県
立
久
慈
工
業
高
等
学
校

に
給
食
を
配
送
す
る
た
め
の
車

両
で
す
。
車
両
の
荷
台
に
給
食

用
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
込
み
、
各

学
校
に
配
送
し
、
荷
下
ろ
し
を

行
い
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

10
年
度
に
購
入
し
、
20
年
以
上

使
用
し
て
き
た
学
校
給
食
配
送

車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

車
両
は
、
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
岩
手
日
野
自
動
車
株
式
会

社
宮
古
営
業
所
が
落
札
者
と
な

り
、
５
４
７
万
円
で
購
入
し
ま

し
た
。

令
和
２
年
10
月

学
校
給
食
配
送
車
を
更
新

どうなりました？
あの問題



　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
丸
１
年
が

経
過
し
、
昨
年
に
続
き
11
都
府
県

で
２
回
目
と
な
る
宣
言
が
な
さ

れ
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
中
、
今
年
は
小
学
校
建
設

予
定
地
で
の
大
規
模
な
遺
跡
発
掘

調
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
村

の
前
途
に
光
明
を
、
貴
重
な
大
発

見
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

の
審
議
や
議
員
８
名
の
一
般
質
問

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（
小
野
寺（
豊
））
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TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

《問題》

　ＣＯ２を排出せずに大量の電力を安定
して供給できるが、放射性廃棄物が発
生してしまう発電方法は？

　　① 火力発電

　　② 地熱発電

　　③ 原子力発電

発発  

行行  

責責  

任任  

者者

　

議　
　

長　

 

廣 

内　
　

和 

之

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

 

丹 

野　
　

和 

子

　

副
委
員
長　

 

小 

野 

寺　
　

豊

　

委　
　

員　

 

古 

舘　
　

幹 

男

　

委　
　

員　

 

米 

田　
　

忠 

一

　

委　
　

員　

 

中 

川　
　

大 

和

　

委　
　

員　

 

山 

田　
　

陽 

子

あ
と
が
き　

正解者の中から抽選で３名の方に 景品をプレゼント！

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【応 募 先】
　　〒028-8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194-78-3995 まで

【締め切り】２月20日消印有効とします。

【当選発表】
　 　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

　過去に発行された「議会だより のだ」は村
のホームページで見ることができます。

　村議会定例会は、３月・６月・９月・12月
に行われています。
　傍聴の手続きは、受付簿に必要事項を記入
するだけなのでとても簡単です。
　村の将来やあり方についての議論を直接聞
くことができます。皆様の傍聴をお待ちして
おります。

携帯電話やスマートフォンのカメラ機能で
読み取ると直接サイトにつながります

過去の「議会だより」は
ＨＰから見ることができます

議会傍聴にお越しください

次の定例会は３月です


